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1. 第 57 回支部大会終了 

今年の支部大会は愛知大学名古屋校舎を会場として、10 月 15 日（土）・16 日(日)の
両日開催されました。出席者は両日あわせて 155 名でした。1 日目には支部長、愛知大

学副学長の堀彰三氏の挨拶の後、杏林大学教授、原田範行氏の特別講演「代作、合作、

贋作に見るイギリス 18 世紀文学」がありました。その後、５つの部屋に分かれて英米

文学、英語学あわせて 24 の研究発表が行われました。終了後、午後 6 時半から懇親会

が大学内の青翔館で行われ、36 名の参加者を得て盛会でした。2 日目はシンポジウムが

3 会場に分かれて行われました。「ルネサンス文学と Britishness / Englishness」、「万
博の 19 世紀：多元的公共圏の時代」、「不定詞の統語論：構造・許可・歴史」のテーマ

のもと、それぞれ 2 時間 30 分にわたって講師の発表、参加者の質疑、討論が熱心に行

われました。 
 
2. 役員の交代 

上記の支部大会の総会、及びそれに先立つ理事会で監事、編集委員長と理事 6 名の交

代が承認されました。監事は大塚巌氏（金沢大学）から橋本功氏（信州大学）に、編集

委員長は平野順雄氏（椙山女学園大学）から内藤亮一氏（富山大学）に交代。理事の交

代は下記のとおりです。 
   旧理事               新理事 
境  賛三氏（中京大学）   ➝   玉崎 紀子氏 
大塚  巌氏（金沢大学）   ➝   久保 拓也氏 

三盃 隆一氏（金沢大学）   ➝   渡邊 明敏氏 

有泉 学宙氏（静岡県立大学） ➝   長瀬 久子氏 

小川 洋通氏（富山大学）   ➝   高安 和子氏 

谷本 泰子氏（信州大学）   ➝   高橋  渉氏 

旧理事の先生方、任期中はいろいろありがとうございました。新理事の先生方、本会

運営へのご協力をよろしくお願い致します。 

 
3. 来年度の支部大会開催校決定 

平成 18 年（2006 年）の第 58 回支部大会の日程は 10 月 7 日（土）・8 日（日）とし、

会場校は三重大学（三重県津市）で開催することが決定しました。中部支部の大会は例

年 10 月第３週の週末に開催していますが、このところアメリカ文学会の全国大会と日

程が重なり大会の運営に支障が出ていました。そこで理事会、総会でもご了解いただき

ましたようにアメリカ文学会の日程を避けて実施することになりました。この時期は他



の学会とも重なる可能性がありますが、会員の皆様には上記のような事情をご理解の上、    
今から予定に組み入れていただければ幸いです。 

 
4. 第 58 回支部大会研究発表者募集 

第 58 回支部大会で研究発表される方を募ります。研究発表を希望される方は平成

18 年（2006 年）5 月 31 日までに氏名を付した発表要旨を 2 部ご提出ください。 
横書き、邦文で 300 字程度、英文の場合は 150 語程度、ワープロ原稿、手書き原稿、

どちらでもかまいません。と同時に、氏名、略歴、所属、職位、連絡先（電話番号、

e-mail アドレスを含みます）を記した用紙を事務局宛にご提出ください。なお研究

発表は第１日目の午後を予定しています。 
 
５．本学会機関誌『中部英文学』第 25 号の発行予定 

今回、本会機関誌『中部英文学』第 25 号への投稿は 11 編(英文学 5 編、米文学 1 編、

英語学 5 編)ありました。この 11 編について 10 月 15 日の編集委員会で審議した結果、

英文学 1 編、米文学 1 編、英語学 1 編の計 3 編が採用となりました。なお、第 25 号

には大会で特別講演をしていただいた原田範行先生の講演原稿も掲載の予定です。本

号の発行は平成 18 年（2006 年）3 月下旬の予定です。 
 
６．本学会機関誌『中部英文学』第 26 号の発行計画 
  『中部英文学』第 26 号は平成 19 年（2007 年）3 月発行の予定で準備することになり 

ました。以下の要領で原稿を募集します。 
  締め切りは平成 18 年（2006 年）6 月 20 日。本年 3 月発行の 24 号ないし来年 3 月 

発行予定の 25 号掲載の投稿規定を見て原稿を作成し、投稿の際、著者の氏名は付さな 
いでください。匿名の状態で査読をお願いするためです。原稿の形式は MLA5 版に従 
い、枚数も規定どおりにお願いします。これに反した場合は審査の対象としないことも

ありますのでご注意ください。送付先は学会事務局です。 
 
７．編集委員長、編集委員 3 名の交代 
  先の編集委員会で編集委員長平野順雄氏から健康上の理由から辞任願いが出され、 
後任の編集委員長には内藤亮一氏が推薦され、理事会、総会で承認されました。編集 
副委員長には鵜殿えりか氏が推薦され編集委員会で承認されました。また、編集委員 
の岩田和男氏、内田恵氏、滝川睦氏は 4 年の任期が満了し、後任の編集委員として阿 
部幸一氏（愛知工業大学、統語論）、荻原洋（富山大学、応用言語学、語用論、統語論 ）、 
服部義弘（静岡大学、音韻論、英語史）が推薦されました。旧委員の先生方には長年 
にわたるご尽力ありがとうございました。 

                          日本英文学会中部支部事務局 


